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テーマ


目　標



今日の学習
①復習と導入
②今日の学習の説明
③活動
「上手に自己主張し合おう！」

④確認
⑤振り返り用紙
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相手を
受け止めたあいづち

をうつ
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モデル提示台本
【1回目：相手の考えを認めない聞き方】

赤　　　ぼくはカレンダーがいいと思うな。毎日めくれて楽しいから。どう？

青・白　えー。
黄　　　楽しいかなあ？　　　
赤　　　何だよ？！
黄　　　それだったら、私は、ポスターがいいと思う。いろいろなところに貼れるし。ねえ？

白　 　 さぁ？
赤　　　そうかぁ（バカにしたような言い方で）？
青　　　でもなあ･･･それなら、私は、オブジェがいいと思う。作るときが、みんなでできて楽しそうだから。どう？
黄　　　ふーん。
赤・白　（首をかしげる）
青　　　え･･･何？
白　　　ぼくは、カードがいいと思うな。それぞれが好きなのを作れていいじゃん？どう？

赤　　　カードなんて一人で作ればいいじゃん。
黄　　　考え方がつまらない。

青　　　変なの。
【2回目：相手の主張をきちんと聞いて、受け止める】

赤　　　ぼくはカレンダーがいいと思うな。毎日めくれて楽しいし。どう？

黄　　  そっか。カレンダーか。
赤　　　いいだろ？
黄　　　うん！でも、私は、ポスターもいいと思う。いろいろなところに貼れるから。ねえ？

白　　　ふうん･･･いろいろなところか。なるほど。

赤　　　確かに。それは思いつかなかった。
青　　　じゃあ、私は、オブジェがいいと思う。作るときが、みんなでできて楽しそうだから。
どうかな？

白　　　いい考えだね。

　　　　だけど、ぼくは、カードがいいと思うな。それぞれが好きなのを作れていいじゃん？
どうかな？

黄　　　そうだね。いいね。

青　　　うん！
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実演するときの注意点：自分が主張をするときは、これまで学習したすべてのポイントができているようにし、聞き方に変化をつけるようにします。なお、難しい場合には無理をせずモデル提示用映像資料を活用して下さい。
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６年　　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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場面：クラスで1つのフクロウグッズを作るとしたら、次のうち、どれがよいかな？
　フクロウ・カレンダー　　　フクロウ･ポスター　　フクロウ・オブジェ　　フクロウ・カード

　（日めくり・クラスで1つ）　（班で1枚）　　　（クラスで1つ）　　　　（1人1枚）

あなたはこの場面で、オブジェを作るのがよいと思っています。でも同じグループの中には、いろいろな意見の人がいるようです。次の会話文を読み、空いているところに、学習したコツを使って「相手を受け止めたあいづち」の言葉を書き込みましょう。


ぼくはオブジェがいいと思うな。目立って面白いから。どう？









６年　　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この前の授業で考えた「クラスで１つのフクロウグッズを作るなら、どれがよいか」についての自分の主張を、グループの人に伝えてみましょう。そして、自分の自己主張の仕方（主張するときと、聞いているとき）がどうだったかを見てもらい、上手にできていたところに○をもらいましょう。

【自分の主張をするとき】
	チェック項目
	チェック欄
	チェック項目
	チェック欄

	1．主張の結論を言えた
	前回の授業で

すでに○のはず！

（今回○は省略）
	4．ちょうどよい声の大きさ･速さだった
	
	

	2．結論の理由を言えた
	
	5．相手に顔と体を向けていた
	
	

	3．相手にも意見を聞けた
	
	6．話の内容と表情が

合っていた
	
	



　　　　　　　　　　　【相手の主張を聞くとき】
	チェック項目
	チェック欄

	相手を受け止めたあいづちをうっていた
	
	


お助けカード
セリフを作るのに困っている児童生徒がいれば、以下のヒントカードを見せる。

	お助けカード(第4回)
コツ1． ・うん。毎日めくれるね。
・毎日めくれて、楽しいね。

・カレンダーか。いいね。
コツ2． ・それは思いつかなかった。
・へえ。そういう考えもあるか。

・すごい！それはいいアイディア！




（おもて）


６年　　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	テーマ：「めざせ！本物の自己主張上手」
目　標：「相手の主張もきちんと聞こう」


上手な自己主張の言い方をするためには、3つの柱がありました。

	第１の柱．

言葉の３つのステップ
	第２の柱．

声のポイント
	第３の柱．

体のポイント

	ステップ１：自分の

主張の結論を言う

ステップ２：結論の理由を言う

ステップ３：相手にも意見を聞く
	・ちょうどよい声の

大きさ･速さで言う
	・相手に顔と体を向ける

・話の内容に合わせた表情をする




上手な自己主張を完成させるためには、自己主張を聞く側にも大切なポイントがあります。

	自己主張の聞き方

	相手を　　　　　　　　　　　　　　　　　　をうつ　




　　　　　年　　月　　日

	
★今日の授業をふりかえって…★

今日のテーマは「めざせ！本物の自己主張上手」でした。
６年　　　組　　  番 ：名前　　　　　　　　　　　
１．今日の授業に楽しく参加することができましたか。当てはまるものひとつに○をつけましょう。
１．とても楽しかった

２．まあまあ楽しかった

３．あまり楽しくなかった

４．全く楽しくなかった

２．今日の授業で学習したこと(相手の自己主張を受け止めた上で、上手に自己主張をすること)は、ふだんの生活でもできると思いますか。当てはまるものひとつに○をつけましょう。
１．とてもできると思う

２．まあまあできると思う

３．あまりできないと思う

４．全くできないと思う

３．今日の授業で学習したこと(相手の自己主張を受け止めた上で、上手に自己主張をすること)を、ふだんの生活でもしていきたいと思いますか。当てはまるものひとつに○をつけましょう。
１．とてもしていきたいと思う

２．まあまあしていきたいと思う

３．あまりしていきたいと思わない

４．全くしていきたいと思わない

４．今日の授業で新しく学んだこと、思ったこと、考えたことなどを自由に書きましょう。




年　　月　　日
第４号
　　　なかよし新聞社＆　　　　小学校
　
年　　月　　日、　　　　学校　年生の教室で、ピア・サポート第4回目の授業が行われました。4回目の授業では、フクロウ･タイプの自己主張を完成させるために、自己主張の聞き方も大事であることを学びました。



どんなところに気をつけて自己主張していけばいいかな？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




６　年　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問題
世界の人に、日本のよいところについて知ってもらうためには、何をどのように紹介
するとよいと思いますか。

まずは自分の自己主張の言葉を考え、言い方と主張の聞き方にも気をつけながら、
グループの人と自己主張し合ってみましょう！

１．自己主張の言葉を考えよう！



２．自己主張をしてみよう！
　自分のグループの人に、自分の自己主張の仕方がどうだったかを見てもらい、上手にできていたところに○をもらいましょう。

	チェック項目
	チェック欄
	チェック項目
	チェック欄

	1．主張の結論を言えた
	
	4．ちょうどよい声の大きさ
･速さだった
	

	2．結論の理由を言えた
	
	5．相手に顔と体を向けていた
	

	3．相手にも意見を聞けた
	
	6．話の内容と表情が合っていた
	


	チェック項目
	チェック欄

	相手を受け止めたあいづちをうっていた
	




６　年　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問題
あなたは、先生から次の社会の授業で使う「大きな地図」を教室へ運ぶようにたのまれました。でも、その地図はとても重くて、一人では持てません。そこへぐうぜんクラスの人が通りかかりました。どんなふうに自己主張すればよいでしょうか？

まずは自分の自己主張の言葉を考え、言い方、自己主張の聞き方にも気をつけながら、となりの席の人に自己主張し合ってみましょう！

１．自己主張の言葉を考えよう！



２．自己主張をしてみよう！

　自分のグループの人に、自分の自己主張の仕方がどうだったかを見てもらい、上手にできていたところに○をもらいましょう。

	チェック項目
	チェック欄
	チェック項目
	チェック欄

	1．主張の結論を言えた
	
	4．ちょうどよい声の大きさ
･速さだった
	

	2．結論の理由を言えた
	
	5．相手に顔と体を向けていた
	

	3．相手にも意見を聞けた
	
	6．話の内容と表情が合っていた
	


	チェック項目
	チェック欄

	相手を受け止めたあいづちをうっていた
	




６　年　　　組：名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問題
これからクラスで話し合うことについて、あなたの自己主張の言葉をまとめ、言い方、自己主張の聞き方にも気をつけながら、となりの席の人に自己主張し合ってみましょう！
＊この話し合いの題材は、先生が自由に決めて下さい。

１．自己主張の言葉を考えよう！



２．自己主張をしてみよう！

　自分のグループの人に、自分の自己主張の仕方がどうだったかを見てもらい、上手にできていたところに○をもらいましょう。

	チェック項目
	チェック欄
	チェック項目
	チェック欄

	1．主張の結論を言えた
	
	4．ちょうどよい声の大きさ
･速さだった
	

	2．結論の理由を言えた
	
	5．相手に顔と体を向けていた
	

	3．相手にも意見を聞けた
	
	6．話の内容と表情が合っていた
	


	チェック項目
	チェック欄

	相手を受け止めたあいづちをうっていた
	


掲示用プリント①





掲示用プリント②





掲示用プリント③





模造紙











フラッシュカード





コツ１．相手の言葉をくりかえす。





コツ２．自分の考えに


　　なかったことは認める。





なるほど。そっか、そっか。


それは思いつかなかった！


そういう考えもあるか～。





主張聞く人





主張する人





提示用プリント①





プリントA
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そうか。でも、カレンダーもいいよ。毎日めくれて楽しいし。ねえ？





①コツ１を使おう！


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。








でしょ？はがしたカレンダーはポスターとして使うこともできるよ！





②コツ２を使おう！


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。


でも、オブジェもみんなで作るときが楽しいんじゃないかな？








プリントA（うら）





プリントA（うら）





自己主張をする人





コツ１．相手の言葉を　　　　　　　。





コツ２．自分の考えになかったことは　　　　　。





自己主張を聞く人





ふり返り用紙（うら）





自分の主張をちゃんと聞いてもらえると、


とてもうれしい気持ちになるよ。


ますますよい関係になれそうだね！





コツ１．相手の言葉をくり返す。


相手が言った言葉を、そのままくり返すことによって、自分の頭の中で、相手の言ったことをよく考えたり、相手の言ったことを確認したり、できるんだね。





コツ２．自分の考えになかったことは認める。


例えば･･･


「なるほど。」「そうだよね。」「それは思いつかなかった！」「そういうこともあるね。」「へー。そうかあ。」「それも、いいね。」「ふむ、ふむ」


なんてあいづちで、相手の言ったことを受け入れるんだよ。





自己主張の聞き方のポイント


「相手を受け止めたあいづちをうつ」





ヤギさんは、もっと自分に自信を持って


みよう。あなたの考えを聞いてみたいと


思っている人がたくさんいるよ。


自信がないときは、聞き上手を目指して


みよう。相づちから自分の声を出して


ごらん。小さな声でも、あなたの


一生懸命さが伝わればうまくいくよ！





ライオンさんは、気がつくと大きな声に


なってしまうんだ。相手がびっくりしている


様子に気づけると、落ち着くことができるよ。


自分の感情に正直なところはよいけれど、


時には相手の声に耳をかたむけよう。


まずは深呼吸をして、声の大きさに気をつけてみよう。





キツネさんは、自分でも知らない間に


ちょっと「感じが悪い」と思われるような


態度になっているよ。


だまって周りをにらみつけたり、怖い顔に


なったりしていませんか？


みんなをやさしい目で見るようにしよう。


自分が発言していないときも、うなずいたり、あいづちをうったりすることが大事だよ。





みんなの感想コーナー





チャレンジ・プリント1
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１．主張の結論を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２．結論の理由を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．相手にも意見を聞く　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





チャレンジ・プリント２





１．主張の結論を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２．結論の理由を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．相手にも意見を聞く　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





チャレンジ・プリント３





１．主張の結論を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２．結論の理由を言う





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３．相手にも意見を聞く　
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